
 

 

 

 

 

第４回 県有施設・県出資団体等調査特別委員会資料 

 

 

出資団体改革等の推進について 

～出資団体の概要～ 

 

公益財団法人いばらき文化振興財団（県民生活環境部） 

 

令和５年 11 月８日（水） 
 

資料 15 



（令和５年７月１日現在）

百万円
「展示」、「普及」、「研究」の３つの機能が相互に連動する魅力ある海の総合ミュージアム施設としての大洗水族館
の運営を行う。

文化振興事業 432 百万円
個性豊かな地域文化の創造を図るため、文化芸術活動への助成及び文化芸術に接する機会の提供を行うとともに、県の
文化芸術振興の拠点施設である県民文化センターの管理運営を行う。

大洗水族館売店事業 764 百万円
地域に貢献する観光拠点施設としての役割を踏まえ、多くの人が来場する大洗水族館の利用者への利便提供のため、物
販・飲食部門の運営を行う。

大洗水族館事業 1,792

百万円 うち県出捐金
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茨城県 30 百万円 100.0 ％

％

3

2

【公益法人等会計用】
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　各種の文化振興事業を行うことにより、個性豊かな県民文化の振興を図り、もって国際性豊かな文化の県づくりに寄与する。
　平成11年からは、茨城県文化福祉事業団の文化部門を継承し、文化芸術に接する機会の提供、県民文化センターの管理運営及び大洗水族館の運営を行っている。

・文化芸術に接する機会の提供
・文化芸術に関する普及、人材育成及び情報の収集、提供
・文化芸術に関する創作活動、発表活動、その他地域文化の向上を目的とする活動への助成
・茨城県立県民文化センターの管理運営
・アクアワールド茨城県大洗水族館の運営

事業名 令和５年度事業費 事　業　内　容

30 百万円 出捐比率30

主
な
出
捐
者

出捐順位

設立年月日

所在地

団体名

平成４年７月17日

水戸市千波町東久保697番地

出資団体の業務・運営等の現状と課題

所管部課

代表者 理事長　小室　昌彦

県民生活環境部生活文化課

公益財団法人いばらき文化振興財団
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貸付金 ・該当なし

・茨城県立県民文化センター指定管理料

・文化芸術体験出前講座事業等
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課題及び今後の対応

○県内の文化活動団体の多くは、コロナ禍の影響を受け、活動の縮小や担い
手育成に課題を抱えており、文化芸術活動の継続に対する支援や文化芸術に
触れる機会の提供を行い、文化活動の活性化を図る必要がある。

○県内で活発な文化芸術活動が推進されるよう、県内各地で活動する文化
活動団体等に対する支援を充実させるとともに、県内在住・出身の新人演
奏家の活動・発表の場の提供のほか、公演や出前講座による児童・生徒を
はじめ県民が文化芸術に触れる機会の創出を図る。

令和３年度決算に係る経営評価結果

総合的所見 対応

○令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響が長引く中、県民文化セ
ンターの利用者数は237千人（前期差108千人増）、大洗水族館の入場者数は
799千人（前期差154千人増）と、令和元年度までの水準までは回復していな
いものの、いずれも令和２年度を大きく上回った。経常収益は2,153百万円
（前期差286百万円増）となり、令和２年度に比べ改善している。

今後も、新型コロナウイルス感染症の状況によっては、利用者・入場者数
が減少するなど、厳しい運営が予想されることから、引き続き、管理費の抑
制に努め、効率性を高めるとともに、収益確保にも努められたい。

大洗水族館事業については、コロナ禍において開館20周年を契機とした大
規模な記念事業を実施して誘客を試み、増収につなげたことは評価できる。
更にその魅力を広くアピールし、新たな誘客強化に努め、大洗水族館ならで
はの運営を図られたい。

文化振興事業については、コロナ禍における厳しい状況の中にあっても、
動画とのハイブリッド型の事業を行う等積極的な展開が見られ評価したい。
今後も利用者の増加につなげるために創意工夫を凝らし、県民に親しまれる
センターの運営を図るとともに、多くの県民が質の高い文化に接する機会を
提供されたい。

○県所管課は、新型コロナウイルス感染症の流行など、厳しい環境において
も持続可能な経営体制が構築できるよう、当該法人の自立化に向けた支援に
積極的に取り組まれたい。

○令和４年度の大洗水族館事業については、時間指定のWEBチケットやナイ
ト営業など混雑緩和を図りながら、新種のクラゲの世界初展示や人気漫画
とのコラボイベントなどの話題づくりに努め、開館以来３番目の早さで入
館者数1,000千人を達成したところである。

文化振興事業についても、世界最高峰のピアノコンクールであるショパ
ン国際ピアノコンクール優勝者の公演など、県民に質の高い文化に接する
機会を提供するとともに、学校や団体などへの営業活動による利用促進に
努め、年間の利用者数は310千人を超える見込みである。

これらのことから、令和４年度の経常収益は令和元年度の2,465百万円を
超える見通しであり、昨年度に引き続き２年連続で黒字となる見込みであ
る。

○県としては、引き続き、持続可能な経営体制が維持できるよう、一層の
収益確保に努める。

今後の対応課　　題
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